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PWR 一次系冷却水の pH 調整に使用される LiOH は、被ばく管理の観点から Li-7 同位体を濃縮して使用

する必要がある。しかし、既存の水銀アマルガム法では経済面、環境面で課題があり、既存法に代わる方法

として、マルチチャネル向流電気泳動(MCCCE)法[1]による Li-7の同位体濃縮方法について検討した。 
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1. 緒言 

PWR プラントでは反応度制御のために一次冷却水にホウ酸を添加するが、液性が酸性になると系統構成

材料の腐食を進めるため、LiOH を添加し pH 制御を行っている。ここで、Li には天然に 2 つの同位体が存

在するが、Li-6は中性子吸収剤であるため、被ばく低減の観点から Li-7を濃縮する必要がある。 

2. Li-7 供給状況 

Li-7の供給はロシアのほぼ独占状態となっており、日本もロ

シアからの輸入に依存している現状である。これは安全保障及

び安定供給の観点からは課題と言える。また、ロシアが採用し

ている水銀アマルガム法は、世界的に取り扱いが厳しくなって

いる水銀を用いるため、環境面でも課題である。これらのリス

クを回避するためには、将来的には経済面及び環境面を考慮し

た新たな国内供給体制の構築が必要である。 

3. MCCCE 法の概要 

本報告では、水銀アマルガム法に代わる新たな濃縮技術とし

て MCCCE 法に着目した。MCCCE 法は電気泳動のキャピラ

リー法と向流法を組み合わせた手法で、熱伝導率の高い絶縁物

で作られた泳動路に電場を印加し、電気泳動により物質を移動

させる一方で、向流する溶液を流すことで目的の同位体を濃縮

する方法である。MCCCE 法の Li-7 を濃縮する最適なパラメータ(電場、水流、温度の均一性等)の検討を行

い、既存法と同等の分離係数を得ることができた。 
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図 1.ロシアの Li-7輸出量[2] 

 

図 2.MCCCE法による同位体濃縮イメージ 
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